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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 12日（水）18:00 ～ 20:32 

会  場 本桐基幹集落センター 

自治会名 本桐連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、酒井建設部長、 

木村農林水産部長、木村地域振興部長、上田教育部長、 

渡辺医療介護対策室主幹、秋山地域振興課長、池田地域振興課主幹 15人 

【自治会側】 

24人（男性 21人、女性 3人）のほか町議会議員 6人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 秋山地域振興課長 18:00～ 

自治会長挨拶 本桐連合自治会長 
 皆さま、こんばんは。 
 日中のお仕事でご多用の中、また、お疲れのところ夜分このようにご参集いた

だきましてありがとうございます。心よりお礼申し上げます。そして、連日の懇

談会でお疲れのこととは存じますが、本日、本桐地区の懇談会に町長さんをはじ

め、各部門の代表の方々にお出でいただきまして誠にありがとうございます。心

より感謝申し上げます。併せて、日ごろから各単位自治会、連合自治会に対しま

して、多大なご支援をいただいておりますことを深く感謝申し上げます。 
 今年のまちづくり懇談会につきましては、報道などでございましたように、病

院などの問題がございますので、関心は高かろうと予測はしておりました。他の

地域の状況をお聞きしましても、やはり例年よりも参加者が多かった、そして議

論も活発に行われたと聞いております。本桐連合自治会といたしましても、高齢

化が進んでいるだけに、医療関係のことについてはどのようになるかというのは

憂慮を持っています。これは当たり前のことではないかと思いますし、町へは我々

の希望、要望、このように改善していただきたいという願いを十分に聞き取って

いただいて、汲み上げたうえで町政に反映させていただきたいと願うしだいでご

ざいます。 
 本日は、参会の皆さまの活発な議論のもとに進めてまいりたいと思いますので、

よろしくお願い申し上げ、開会のあいさつとさせていただきます。 
 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

町長挨拶  お晩でございます。 

 会長からお話がありましたとおり、介護サービスと病院の関係につきまして、 

これまで三石地区ではもうすでに 4 か所終えておりまして、さまざまなご意見を

いただいているところでございます。 

 本日、私どもから 4 点についてご説明をさせていただきながら、後のフリート
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ークで十分な議論をさせていただきたいと思います。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

職員紹介 秋山地域振興課長 

資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

酒井建設部長 

 4.三石西端から三石美野和間の町道 4 路線の道道昇格に向けた取り組み状況に 

ついて 

懇談希望テーマ 

及び質疑、意見 

交換 

坂総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①本桐基幹集落センターの改修について 

 

 

 本桐基幹集落センターの改修については、町民文化系施設、いわゆる集会施設

の統廃合の考え方について、平成 29年秋に町内の該当する全地域に出向きまして

説明し、その後においては、本桐地区におきましても自治会長さん、特に連合自

治会長さんには町の担当者が何度もお邪魔させていただき継続的に意見交換をさ

せていただいたところです。基本的な部分については、昨年地域でもご了解をい

ただいている状況にございます。ご了解いただいた項目としては、本桐地区の集

会施設は統廃合を進めることとし、一つとしては、本桐生活館及び本桐生活改善

センターについては廃止をして除却をすること、もう一つは、この基幹集落セン

ターは改修のうえ、本桐地区の集会施設として今後継続して利用していくという

ものでございます。 

 次に、基幹集落センターの改修内容について、地域の方から何点か要望事項を

いただいておりまして、その項目といたしましては、放送設備と物品庫ドアの修

理、トイレの洋式化、土足での利用を可能とする改修、各部屋への出入りの段差

解消、管理人室の外から出入り出来る防災倉庫としての改修、駐車場の区画引き、

公衆電話の継続設置、調理室の流し台改修と備品の整備でございます。このうち

現時点で施設の土足での利用の改修につきましては、集会室の材質が体育館と同

様の仕様であること、また、時期によりテニポンなどのスポーツ的な活動も行わ

れていることを考え合せ、現状のまま利用していただくことが得策と考えてござ

います。また、備品の整備などについては、一部財源などの関係もあり難しいも

のもあるかも知れませんし、公衆電話の継続設置については利用度を今一度確認

しながら今後ご相談させていただきたいと考えてございます。 

 そこで基本的な改修内容として、現時点で検討している内容は、放送設備の改

修、現管理人室・事務室部分の防災倉庫を含んだ改修、これは連合自治会から要

望のある外からの防災倉庫への出入りを含めてということを考えてございます。

また、機械室の改修による物品庫スペースの増加、物品庫が狭いということでそ

の奥にある機械室を改修しながらそちらの方に物品庫を拡げることも検討させて

いただいております。さらにトイレの洋式化の実施、各部屋の入口の段差解消に
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米田住民福祉部長 

 

 

 

 

ついても出来る限り実施する検討をしていますし、厨房の流し台の改修、さらに

施設のＬＥＤ化についても合わせて実施したいと考えてございます。全般的には

今後の施設運営を考えた際に、施設維持に係る経費がなるべくかからないように

改修を実施したく、詳細については新年度に入りまして実施設計などを行う中で

精査していくとともに、改修工事につきましてもできれば令和 2 年度に実施した

いと考えております。 

 なお、改修やその他の施設の解体を行う主となる財源につきましては、当初起

債費用、いわゆる事業を行う場合にお金を借りて実施することを考えていました

が、国の交付金での活用が期待出来る制度の創設がございまして、この交付金が

交付率も高く、町の持ち出しも少なくて済むことから、今年度鳧舞地区の生活改

善センターの改修を行っていますが、これと同様に交付金の制度を活用したいと

考えてございます。 

 ただし、この場合については、改修工事の終了後に施設の名称を本桐基幹集落

センターから本桐生活館に改称する必要がございます。それついては地域の皆さ

まにもご理解をいただきたいと考えています。 

 

 連合自治会で総務をやっており、その中で 3点ほど要望事項があがっていた。 

 ＪＲの線路の廃止に伴い、運転免許証を返還した方や高校生が列車で通うため

の差額手当てをして欲しいという要望があがっている。 

 それから、本桐地区も空き家が増えて来て、その空き地の雑草が伸びて酷く、

これらの草刈などはどのようにしたら良いか。また、本桐入口から本桐市街まで

の間の歩道で、草やごみが酷く、歩道の草を何とかして欲しいという要望があっ

た。 

 もう一つは、先ほど説明のあった本桐から荻伏に抜ける道路の整備状況で、道

路が穴になっておりかなり酷い。近隣に家を建てられている人たちは、穴に落ち

るたびに家が揺れることもあり、道路の補修工事もやっているようだが、今後も

やっていただけるのか。 

 

 皆さん新聞でご存知かとは思いますが、今後、管内 7 町がＪＲ北海道と合意す

れば日高線を廃止してバス転換にしましょうということで一生懸命検討させいた

だいております。その中で一番重要な案件としましては、通学高校生の足と運転

免許証を持っていない方です。また、国道沿いばかりではなくて、地域それぞれ

の沢に住まわれている方、こちらですと本桐地区、歌笛地区などの方の足もきち

んと確保しなければ幹線道路に出られませんので、それらを最重要項目として皆

さんが利用するに当たり、利便性や安心感、即達性などが感じられる地域公共交

通になるよう検討させていただいているところです。 

 

 運転免許証の返納については、高齢になられて返納された場合に役場に証明書

をもらいに行きますが、それをもらって来ていただければ 2,000 円の商品券をお

渡しするという事業がございます。今のところはそれ以上のことはございません。 

 空き家の空き地については、町営住宅周辺の草は町で管理している建設課で刈

るようにしていますが、個人の空き家については調査自体も及んでいるかわかり
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ませんが、そこは個人のお宅の責任としているところです。それが衛生面で害が

出たり、虫が出て困るということになりますと状況により相談を受けたいと思っ

ております。 

 

 公営住宅につきましては、町で草刈りを実施しております。空き家については

周辺と同じ回数は出来ませんが、年 1 回程度実施しております。その中で環境上

どうしても回数が少ないのではないかなどご意見があると思いますが、どうして

もということであればご一報いただければ回数を増やすなど、約束はできません

が現地を確認のうえ検討させていただきます。 

 ３つ目の本桐入口から歌笛地区に向かっての道道の歩道の草刈りについては、

頻度は別として北海道が草刈りを実施しておりますが、環境的に草刈りの回数が

少ないですとか、構造物があってその周辺が残っているというご指摘だと思いま

すので、北海道に現地確認などを要望して行きたいと考えています。 

 ４つ目の本桐地区のセイコーマートさんから荻伏地区に抜ける道路について

は、地盤が悪く穴の補修をやって欲しいという要望だと思います。私たちも町道

でございますし、先ほどの説明の中で令和 2 年度中、今年の春以降に北海道に引

き継いでいく中で、それまでは町で管理を行います。現在、雪も少ないため穴も

目立っており、職員や舗装業者にお願いし実施していますが、車が壊れるような

穴になると大変なことになるので、そのようなものがありましたらご一報いただ

ければ町で対応させていただきたいと考えておりますので、情報提供をお願いし

ます。 

 

 鉄道について、4年が経過しバス転換を考えているが、早く手を付けて欲しい。 

 

 2月 6日に三石地区で懇談会があったが、都合が悪くてこちらに出席させていた

だいた。今回説明された中身について個々に質問したい。 

 まず、町長は、当選される前に新ひだか町をどのようにしようかとビジョンを

持って立候補したと思う。 

 次に、町長が当選されてから 2 年過ぎ任期まで 2 年あるが、その後もやられる

と思うが、これに対してのビジョンもさることながら、今後の中長期計画、町政

としてどのようにするのか。 

 次に、先ほどの説明の中で、三石国保病院の統合など町民が痛みを伴う中身だ

が、町の財政の中で何か無いのか。例をあげれば、本庁と支所と分かれているが、

会議があれば本庁に行くために車を使うが、知恵を絞ればテレビ会議や電話会議

などやれることが多々あると思う。そうすればガソリンの節減、車の維持費の節

減などができる。なぜそういうことを考えられないのか。 

 次に、1月か 2月の議会で、なぜ議会が特別職などの給与の説明が出来ないのか。

我々町民にはこんなに痛みを与えている中で、特別職等々を含め自分たちも夕張

市の財政破綻のようになってしまうと大変である。そのためにこの中身の施策を

やろうとしているのではないか。夕張市は市長自ら給与カットを行い返納するな

ど、こういう中身の発案が出てこないのか。ただ町民に痛みを与えているのが今

の実態である。 
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 次に、財政が苦しいのは新ひだか町ばかりではないと思う。近隣の町も苦しい

はずだ。言葉は悪いが、町長が結託して道なり国会議員等に提案をしていかない

のか。これは日高ばかりでなく胆振の市町村もそうだと思う。北海道特有の中身

だと思う。そういう発案はないのか。 

 次に、ふるさと納税について、新ひだか町では今年の 12月までで構わないが、

いくらのふるさと納税があったのか伺いたい。 

 

 現在のところ、ふるさと納税は 6,000 万円を超えたところです。最終的には 3

月までの予定では 6,400万円程度になるのではないかと思っています。 

 

 なぜこのようなことを聞くかと言うと、1 月 25 日の新聞で、増収施策として同

じ第一次産業が主力の浦河町やえりも町では今年 12月末までに約 8億 5,000万円

程度のふるさと納税がある。えりも町が約 8 億 5,000 万円、浦河町が 4 億円程度

だが、なぜこんなに違うのか。知恵を出していろいろなことをやっているのか。 

えりも町ではセットで返礼している。町長自ら職員に指揮指導しなければ、ただ

町民に痛みを伴わせるだけで、自分たちはあぐらをかいている行政のやり方など

はない。町民のほとんどが第一次産業で朝の 3 時頃から遅くまでやっている。こ

の後、中身について入っていきたいと思う。 

 

 質問の中で、テレビ電話会議のことがありましたが、毎週月曜日に庁舎内の幹

部の会議がありますが、テレビ電話で実施しています。また、職員の研修につい

ても、それぞれの会場で出来る研修は、同じように静内会場、三石会場で同時に

研修会を実施しています。会議によってはその現場に行ってやらなければならな

い会議もあります。今後においても、ＩＴなどを活用していかなければならない

と思っています。職員の数も減っていく中で、例えば対町民の皆さんとのやりと

りもそんなに遠くない将来にそのようなものを使う時代が来ると思いますので、

今後は出来るだけ活用していきたいと思います。 

 次に、道や道議会などに地域として要望するという話がありました。管内には 7

町で構成している町村会という組織があります。そこで、管内の共通した要望、

例えば勉強していかなければならない要望については必ず時期を決めて、道、道

議会あるいは国へも要望をさせていただいております。ただし、現状で難しいの

は、北海道も財政事情が厳しく、我々もいろいろなことで補助金をいただきたい

と要望をあげても、それが満度に付くという状況では無くなっています。交付率

についても、従前は 50％付いていたものが 30％になったりしています。これらに

ついては、1町だけという問題ではなく、連携していかなければならない問題もご

ざいますので、引き続き管内足並みを揃えて要望していきたいと思っています。 

 次に、特別職の期末手当のお話ですが、常勤特別職の給料の本俸については、

特別職報酬審議会というものがあり、町の条例で常勤特別職、議会議員の報酬を

上げる時に民間委員の審議会にかけることになっていまして、それに基づき報酬

額などを決定しています。期末手当については、町長、副町長、教育長について

は、常勤特別職で我々と同様の勤務体制、さらに我々以上に土、日の行事にも参

加していますので、職員手当で整合させて支給している状況でございます。 
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 そこで、なぜ削減できないかというお話ですが、常勤の特別職、一般の特別職

という分けではなく、合併時から平成 30年度まで一般会計の職員の人件費は 5億

円以上減らしてきています。確かに合併直後には本当に厳しくて、給料削減をし

たこともあります。ただ、それに対して影響が大きく、現在行っているのは職員

個々、特別職も含めて、その給料を下げるのではなく、全体の職員をコンパクト

にするために人数を減らして、より少ない人数で機能的に動けるようにしながら

人件費を減らしていますので、今後におきましても、そのように実施してまいり

たいと思っています。 

 

 町長の執行方針については、選挙に出られる時に公約を皆さんに公表しながら

選挙をされております。その公約が認められて選挙戦を制して町長になられまし

たので、最初の議会では所信表明を発表されております。それは今後 4 年間どの

ように行政を行っていくかという内容ですが、10 項目程度の大きな枠の中で、そ

のことに基づいてこれから 4年間の町政を担って行くとされております。そして、

毎年、3月の定例議会において翌年度の執行方針を述べています。 

 

 町長が選挙時に話をしていることについて、それがビジョンの通り行っている

のか。 

 もう一つは、これだけ世の中の情勢が刻一刻と変わってきている。その中身の

違う考え方があるのかお聞きしたい。 

 

 先ほど途中になりましたが、毎年新年度に向かった決意を執行方針に基づいて

発表させていただいています。これは定例議会の中で発表していますので、それ

に基づき残り 2 年の任期の中で最初にお約束させていただいた公約に基づき町政

を担っています。 

 最後に質問にありましたふるさと納税の件については、えりも町、浦河町の額

がとても大きいです。当町と比べると 10倍以上ですが、なぜ多いかと申しますと、

当町の事情から先に話をさせていただきます。ふるさと納税に返礼品を出してい

ただいている事業者の方々の出品の限界数や商品の数は 20 から 100 種類程度で

す。これを逆算して考えますと、例えば 1 万円をいただき商品をお返しする場合

は、100件の注文があったとしてもそのお店だけで 100万円です。たくさんあるわ

けでなく、その数のお礼を渡すストックが少ないのが一つの原因です。 

 もう一つは、ホームページでふるさと納税の商品を紹介しているチャンネルが

いくつもございます。その中で北海道と言えば海産物が有名ですが、名前の知れ

た町や漁業が盛んな町と同じように当町でも出していますが、新ひだか町とえり

も町を比べても、えりも町の名前が日本中で知られていますので、そちらの商品

を選んでいるという傾向があると思います。また、えりも町では、たくさんの魚

介類が獲れますので、例えば返礼品の中で同じ１万円で返す物の質や量で、当町

は 300ｇで出していても、えりも町では 330ｇで出しているというものもあり、そ

れがたくさん売れているはずです。いろいろな事業者の積み重ねで一桁違ってき

ているのが大きく考えられるところです。 
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 厳しいご意見をいただいたところでございますが、私が町長選に出た際に皆さ

んに約束事を作らせいただいて出しています。その中で大きくは６点に分けて約

束事を作っておりまして、これは私自ら作ったものでございます。その中の初め

に、町財政の透明化を最初に取り上げさせていただいております。皆さまはもう

何年も町の財政が悪いこと、例えば、少し雨が降ったら水が溜まる、道路に穴が

開いているなど、職員が自ら行って道路の穴の補修をやっていることもあります。

選挙の際にそこを皆さんに理解していただくことが必要ではないかと思い、まず

一番目に出させていただきました。 

 その中で、今回の病院の問題や介護の問題につきましても、今まで隠していた

わけではないのですが、これだけ大変な状況になっていることを町からきちんと

出して、いろいろなご意見をいただき意見交換をしながら一緒に考えましょうと

いう気持ちで出しました。 

 いつも締めの挨拶に言っていますが、病院について、この 4 月 1 日からベッド

を無くするということは一切言っていません。我々が考えている病院事業や介護

事業は、こういう方向が望ましい、こういう方向に行く方が良いということを皆

さんにお知らせして、ご意見をいただきながらどのようにやって行くか、いろい

ろなニーズがあると思いますので、我々はそういうやりとりをするべきだという

思いでこのやり方をさせていただいております。 

 中長期的にこの町をどうするのかということがありますが、今の財政状況はか

なり酷い状況になっており、皆さまから税金をいただいたお金が 27億円程度ござ

います。赤字になるとこの 27億円の中からお金を出して穴埋めします。介護、病

院、下水道の三つで 10億円程度の赤字を補てんしなければなりません。27億円の

税金を集めてもそこで 10 億円使うと 17 億円の税金しか残っていないことになり

ます。例えば、病院などは国からくる地方交付税が 60億円程度ですが、この中で

病院会計に入れて良いですというのは 5億円以上あります。病院は現在 2億 5,000

万円程度の赤字がありますが、7億円も毎年病院に繰り入れて経営しているという

のが事実です。これだけ人口が減ってきており、住民の方も少なくなるため、役

場も縮小しますし、職員も少なくします。旧静内町、旧三石町が合併後十数年経

過しますが、同じ施設が一つずつあります。維持できなくなり完全にやめるとい

うこともあるかもしれませんが、私はこの三石地区から病院を無くすという考え

は一切ありません。しかし、今後継続していけるのかというとそれは難しい。そ

こが一番です。私が思っているのは、町のお金の使い道が厳しいものですから、

外から持って来るしかない。先ほどおっしっていたふるさと納税についてはご指

摘のとおりです。なぜ、浦河町が４億円程度の収入があるのに、新ひだか町は 7,000

万円程度なのか。そこは構造的に違うところがありまして、十分な商品の供給力

が無いことが一番大きな違いです。浦河町ですと、例えば、蟹を自分のところで

獲る、あるいは蟹を買ってきて茹でて出すと自分の町の物になります。水産物資

のキャパがあります。そこの違いが大きくあるのです。そこを私どもの町で変え

るとなると直ぐには変えられない。7,000万円程度の額で良いのかというと決して

そう思っていません。新たな目玉商品などを来年からでも出して行こうと提案し

ているところです。 

 現在、私がやっていることは、国に対して物事を言うこともありますけども、
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一番大事なのは自分の町でお金が無いのなら、外から持って来るしかないのでは

ないか、国から持って来る、北海道から持って来る、そういうことに努力しなけ

ればなりません。当面はそれをやりながら、町内の経営者に回していかなければ

なりません。 

 次に、新ひだか町における軽種馬産業は、幸いなことにここ数年売れ行きが良

いですが、それが十分かというとまだ十分ではないと思います。軽種馬産業で我々

の町の経済を下支えしています。農業では、肉牛やミニトマト、花きです。水産

業はかなり悪くなっています。その中で軽種馬は、道外の人を商売相手として馬

を売っていますから、産業構造から言えばそこからお金を持って来る。土建業も

公共事業でいろいろなことで外からお金を持ってきます。そういうことで今はし

のいでいくしかない。その間に同じ施設が二つあったものを一つにして行きたい

と思います。 

 一方で、行政を小さくして行きたい。現在７つの部が役場にありますが、それ

を 5 部にすることで二つ削ることができます。三石庁舎の農林水産部長を無くす

ことを次の町議会定例会にかける予定ですが、そのお話をした際に三石庁舎の職

員の農政課や水産林務課を無くしてはいけないと言うのです。我々は静内庁舎も

三石庁舎も同じだけ減らすとは言いませんが、それなりにコンパクトにしなけれ

ばならない。行政の内部ではそういうことにチャレンジしています。 

 先ほどテレビ会議のお話をされていましたけれども、三石地区連合自治会のま

ちづくり懇談会の中で、テレビ回線で町長が挨拶しているのは何事だと怒られま

した。年に 1 度か 2 度、三石庁舎に来て職員に激励の言葉をかけるべきだと逆に

怒られました。それはそうかと思って受け取りましたけども、テレビ会議なども

昨年末に導入し利用しており、行政は本当に小さくして行こうと思っています。

そうでなければ本当に大変なことになるだろうと思っています。 

 私が出した約束事については、全て手を付けていると考えております。その中

でものすごく難しくて実現的にできないものが一つありまして、たくさん子ども

が生まれる状況を作りたかったのですが、これはかなり難しいものですから、生

まれる環境に行くにはかなり時間がかかるので 4 年ではできないと思いますが、

それ以外については手を付けて来ております。結果が出るのは 4 年の中で出るの

か、10 年前に馬鹿な町長がいて、あれがやったのが 10 年後、20 年後に見えるの

か、そこに違いはありますが、今すぐには町民の皆さまには感じてもらいづらい

と思いますが、私はそこを念頭に置きながらしっかりとやっていきたいと思って

います。 

 

 ありがとうございます。 

 町の中はこれから高齢化になってきて、働けない人も出てくる。国会でも議論

されている定年制の問題などもあり、私も 70歳を過ぎているがまだ働いている。

介護サービスの件で、妻が要介護 3 のため蓬莱荘に面倒を見ていただければ自分

はまだ働ける。しかし、ショートステイにお願いしても実際には年の半分ぐらい

しか働けない。話を聞くと申し込みが 50件程度あるという。役場で出した施設の

稼働状況では、蓬莱荘は 90％程度で、まだ 10％ある。それなのになぜそういう現

状になっているのか教えてほしい。働きたくても働けないのが今の実態である。 
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 私は、漁師をしているため、陸にいれば何かあれば連れて行ける。それができ

ないのが実態である。これからますます団塊の世代の人が多くなるため、介護の

問題が出てくると思う。 

 次に、先ほどから赤字と言っているが、町長から素晴らしいご意見、回答をい

ただいたが、金を持って来ましょうと是非お願いしたい。 

 次に、消費税が 2％増になった。この使い方は、少子化と高齢化だと首相自ら話

している。少しでも多く実態を話して予算措置して欲しい。病院の件で新聞に出

ているのを見ると自分もこの通りだと思う。 

 次に、第一次産業に従事している人は朝から晩まで働いている。短期入院や検

査入院などの際には静内地区に一本化になった場合は非常に大変である。これか

らますます団塊の世代の人が多くなれば、病院に入る確率も多くなる。こういう

ことも考慮して三石国保病院は絶対無くすべきではないと思う。 

 交通については、道南バスの運行間隔は 1 時間半に 1 本で、長い場合は 3 時間

ぐらいある。ＪＲは駅から駅の運行で、例えばこれが町立静内病院に病床を持っ

て行くと、高齢者が多くなる中で国道を歩いて行かなければならなくなるのが実

態である。全体の中身を考慮して物事を整理して欲しい。ここで言われている収

支不足については理解した。 

 介護サービスについて、慢性的に専門職員が不足しているが、奨学金を出して

専門職員を作る予定があるのか。お金を返さなくて良い方法で、新ひだか町に 20

年程度働いてくれるという条件を付けて推薦することは出来ないのか。 

 

 奨学金の件ですが、医療職は奨学金制度を実施しております。例えば、3年間の

貸付けの場合、その後 3 年間新ひだか町で働いていただければ、その貸付金は返

済不用にする制度があります。介護職には貸付金制度は無く、資格を取る場合に

助成はしております。これも以前から実施しております。一時は 100 人程度の方

が助成を受けた時期もありました。現在は、年間を通して 30 人から 40 人は資格

を取るために制度を利用しています。ただし、実際に医療職も介護職も募集をし

ても全然人が集まりません。これは民間も同じですが、非常に深刻な状況になっ

ていることは事実です。 

 

 ４点ほどお聞きしたいと思います。 

 まず、町立病院の件ですが、先日の新聞で、国は町内病院、国保病院の経営の

見直しをし、日高管内では門別国保病院など 3 か所あげられていた。先ほどの町

の姿勢では、町立静内病院に入院病床を集約し、三石国保病院は廃止したいとい

う説明であった。これは逆でないかと思う。静内地区は民間病院の受け入れ態勢

が整っている病院がたくさんある。行政は民間がやっている経営を圧迫するべき

ではないと思う。三石地区には病院は何も無い。三石国保病院の入院病床が無床

化になると夜間はどうにもならなくなる。特にこれからは老々介護の時代であり、

緊急事態が生じた場合に浦河町に行くか、静内地区まで行くかとなってしまう。

そうした場合に、先ほどの運転免許証の返上の問題もあり、何としても三石国保

病院の入院無床化は避けていただきたい。どうしてもやる場合は、町立静内病院

をやめて三石国保病院を残してもらいたい。夜は三石地区に病院が無くなる。そ
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うなると老々介護が進み、本桐地区、歌笛地区、川上地区に住めなくなる。年を

取った方はその地区に住むなということか。静内地区に来いということか。住宅

の手当てが出来て、労働する人たちは三石地区にいないで静内地区に行きなさい

ということが町の施策としてとれるのかお聞きしたい。このようなことを考えて

も、何としても三石国保病院の無床化ということは避けていただきたい。どうし

ても見直していただきたい。もし、どうしてもやるということなら、私どもも地

区で署名運動などを起こす。そうなると町民の中で亀裂が起きる可能性がある。

それは行政として避けるべきではないか。 

 次に、先ほど岩渕参事監からＪＲ日高線の廃止の問題について、新聞にいろい

ろ出ているが、静内駅、三石駅の交通結節点について記載があり、あれは何を意

味しているのか。コミュニティバスや静内循環バスの廃止を考えているのか。な

ぜ、三石駅で大型バスが旋回しなければならないことになるのか。新聞にはそれ

が出ていたが何を意図しているのか。 

 日高線の廃止は多数決で一旦は決まったが、どのようになるか分からないが、

バス路線化するならば、私は鵡川町ではなく苫小牧市まで連れて行っていただき

たい。なぜかと言うと、年を取ったものが苫小牧市の病院に行こうと思っても鵡

川町で降りて待たされる。それよりまっすぐ苫小牧市まで連れて行っていただき

たい。 

 新ひだか町には国道から離れた駅が四つある。国道から 100 メートル以内の駅

は春立と東静内だけで、本桐や蓬栄、東別も中に入っている。静内駅も国道から

500メートルも入っている。そういったものをどう考えているのか。バス路線につ

いては、国道 1 本で走ることを考えているのか。それならペガサス号と同じであ

る。時間的なことも考慮しながら、どのように考えているのか示していただきき

たい。 

 次に、令和に入ってから町民の死亡弔意の件について、町長は弔問しない、弔

慰金や香典も出さないことになっている。ただし、特別職に関しては功労のあっ

た人には町長が伺う。私は違うと思う。平等にするなら全部やめなさいと言いた

い。町に功労があったからといって、それは町民の支えがあって功労出来たはず

だ。そのような人たちを無視するのであれば功労者のところに行かなくても良い

から廃止するべきだ。廃止した理由はお金なのか、人なのか。隣町も全てやって

いるのだから見直すべきではないか。町長ももっと町民に顔を出すべきではない

か。 

 次に、酒井町長の時には、三石庁舎に在庁日を設けて来ていた。今は廃止して

無くなった。この 2 点は大野町長に代わってから変わったことだ。私は町長が時

間の許す限り三石庁舎に来て、町民との対話や話のできる体制もしてもらえない

か。町民のために話を聞く時間を持つ、いろいろな意見を聞くことが一番大切だ

と思っている。 

 このまま行くと三石地区は静内地区から捨てられてしまう。何のために合併し

たのか分からなくなってくる。それらを含めて、町長も時間の許す限り三石庁舎

で町民と対話が出来る体制にしてもらいたい。それは教育長についても同じこと

が言える。三石地区に小学校、中学校が一校ずつしかないが、町民と膝を突き合

わせて話の出来る体制を作っていただきたい。 
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 病院の件については、病棟を町立静内病院に統合するという考えでございます

が、先ほど言われました厚生労働省から出た病院の再編については、我々も寝耳

に水で、あのことがあって今回再編をするということでは無いことをご理解いた

だきたいと思います。なぜ、町立静内病院に病床を再編することにしたのかと言

いますと、町立静内病院を無床にする考えは、当初担当でも考えておりましたが、

町立静内病院の診療科目の中に循環器科があり、この循環器科のアンケートの手

術について、循環器の先生方にやっていただいている部分がありまして、循環器

の手術をするためには、どうしても入院が必要になるということがありました。 

 もう一つが日高管内の病院の中で、循環器の医師が常駐している病院は町立静

内病院の医師 2 人しかいません。心臓血管外科の領域の治療については、新ひだ

か町のみならず浦河町やえりも町から患者さんが来ている状況でございましたの

で、今の考えとしては統合する場合、診療科目の関係からも町立静内病院が良い

のではないかという考えのもとに今回お示したところでございます。これにつき

ましては、ご指摘されたように、仮に三石国保病院に病棟が無くなった場合には、

ご指摘のあった夜間時の救急をどうするのかという問題があり、これは我々も課

題として持っていますし、入院されている方の家族の方のお見舞いや対応につい

てもどのように対処すれば良いのかということも課題としています。これらの課

題が解消されない限りは、統合はできないと思っておりますので、それで皆さま

からいろいろな課題をいただき、それに基づき最終的に我々としては一番良い方

法で検討させていただきたいと考えています。静内地区、三石地区に関係なく、

三石地区の医療施設は他の公共施設が無なくなったとしても絶対なければならな

いひとつの施設だと町側としては考えておりますので、皆さまからいろいろなご

意見をいただいて検討させていただきたいと思っておりますし、こういう考え方

を示したのだから無床化するとは考えておりませんので、そこはご理解をいただ

きたいと思います 

  

 ＪＲの件について、ＪＲが廃線になった後の話の大きな点は、えりも町から苫

小牧市、札幌市に乗り換えなしで直接行ける路線の長距離路線と日高管内の中距

離路線をどうしましょうかと話し合っています。2点目に長距離路線の速達性を考

えますとえりも町から苫小牧市までに何十か所も停まると速達性は無くなってし

まうので、各町それぞれ 1 ヶ所若しくは 2 か所程度となるべく減らしてもらい、

できれば日高自動車道で鵡川町を寄ることなく苫小牧市なり札幌市まで行ける経

路で考えています。 

 2 点目の質問にありました苫小牧市に行くために鵡川町の駅に寄ってＪＲへ乗

り換えする件は、短距離路線の場合は、通学生もおりますので鵡川町に寄ります

が、当町から苫小牧市に行く路線については長距離路線になりますので、鵡川町

の駅には寄らず、なるべくなら日高自動車道を通って苫小牧市に行く経路でバス

ダイヤを組んで欲しいと要望しております。 

 次に、結節点の意味合いについては、経路に関わりますが、長距離路線は各町

のバス停が少なくなりますので、速達性を高めるために各町少しずつだけ停まら

るようにしなければ苫小牧市まで何時間もかかってしまいます。それを解消する
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ためには、駅の数を少なくさせていただき、それにはどうしたら良いのかと言い

ますと、短距離路線の乗客の方を地区の中心となる結節点の駅に運んでいただき、

乗り換えをして長距離路線に乗っていただくことで、三石駅、静内駅を結節点の

として持った方が短距離路線の乗客がそこで長距離路線に乗り換えられるという

ことなどを考えますと、大きな中心となる駅を考えなければならないということ

でＪＲとは協議をしたいと思っています。 

 3点目の国道から離れた駅については、先ほど冒頭でお答えさせていただきまし

たけども、国道を幹線と考えておりますので、当町に五つの沢がございますので、

それぞれにどのようにして国道に出るかが最重要課題と申し上げたとおり、通院

と通学のためにも絶対に必要なものですのでこれは欠かせません。ですからこれ

は地域内公共交通として、国道から離れた駅も含め、それ以上に五つの沢の方の

足も考えなければならない。この 3 点についてＪＲに管内７町でいかに利便性を

高め、行きたい場所に早く着けるようダイヤや経路を考えて支援をお願いしたい

と協議を進めているところです。 

 

 葬儀の対応については、大野町長が就任後、当初は町長あるいは副町長や我々

が代理で葬儀の対応をしておりました。しかし、町長もずっと気にしていたのが、

全ての葬儀に町長が行ければ良いのですが、町長が出席できる場合とそうでない

場合があります。葬儀の件数は町全体で年間 300 件以上あります。町長は公務日

程が多いので出席できる葬儀は、年間 30件程度だと思います。副町長は年間に 80

件程度、部長の私で年間 60件程度出席しています。葬儀の形式も変わられてきて

いて、家族葬などがすごく増えています。加えて三石地区では、会館などでやら

れる場合が多かったのですが、静内地区のホールでやられることがあります。家

族葬でやられる場合でも我々は出席していました。ただし、ご親族や少人数の方

で行われる中に我々が出席することにご迷惑をかけていると感じる部分も多々あ

りました。その中でこの葬儀の対応をどうしたら良いかということを内部で話を

して、昨年の 3 月の議会に予算審査特別委員会で検討したらどうかというご質問

をいただき、2万人規模の町において全町民の対応をしている町は新ひだか町だけ

でした。葬儀の対応をすることは、午前中の日程を調整しなければなりません。

葬儀は突然入るため、その日に来客がある場合は延ばしていただき、会議がある

場合は日程調整するためかなり苦慮してきたという部分がございます。そういう

部分を相対的に鑑みて、急遽ではございましたけれども広報などに掲載させてい

ただき、昨年 4月から対応させていただいています。 

 また、功労者の対応では、我々も他町の状況を確認した際に、功労者や町に貢

献があった方の対応はどの町もされているという状況でございましたし、従前か

ら功労者の方については、町から弔辞を出す対応もございましたので、それにつ

いては継続して対応させていただくということでございます。 

 

 町長在庁日については、町民の皆さんと地域の課題や今後のまちづくりについ

ての懇談や意見交換を行うために平成 18 年 10 月から月 1 回定期的に実施してご

ざいます。町長の日程調整など難しい中行ってきたところでございますが、ここ

数年件数もピーク時の半数になっていることもございますし、来庁者のない日も
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あることから当面見合わせることとして、平成 30年 6月から休止をさせていただ

いている状況です。ただし、この町長在庁日の窓口が全くなくなったということ

ではなく、何かございましたら三石庁舎の地域振興課が窓口となりましてご連絡

をいただき予約をいただいて、内容によりまして関係課につなぎ、町長へ報告す

るなどして対処してまいりたいと考えてございます。また、この中で理事者との

面談が必要だとする場合においては、定期では難しいのですが、公務などの調整

が必要となりますが、三石地区で行われる会議などを活用するなどして配慮して

まいりたいと考えていますのでご理解をいただきたいと思います。 

 

 藤沢参事監から当面、三石国保病院は廃止しない、入院は体制が整ってからと

いうことなので、ここ 7、8年はならないのかと思っている。国から指導が出てい

ることも事実で理解している。新聞で出ていることは私も知っているが、その場

合に地域の実情を加味されて病院のあり方を検討していただきたい。どうしても

入院病棟だけは廃止しないでいただきたい。これだけは重ねてお願いしておきま

す。 

 それと岩渕参事監から説明のあったＪＲのバスの関係ですが、現在、道南バス

が札幌市に向かって走っているが苫小牧市へは行かない。一番困っているのは、

高齢者が苫小牧市立病院や王子総合病院に通う人が多い。そうした時に今のバス

では行けない。沼ノ端からバスを乗り換えないと苫小牧市に行けないことはわか

っているのか。函館市に向かう列車にしか苫小牧市に行かない。札幌市へ向かう

場合は、道南バスの直行便で行ける。その点を考えて、ＪＲと交渉する中でまっ

すぐに苫小牧市に行ける検討や話し合いを加えて、ぜひ実現できるように努力を

していただきたい。 

 葬儀の対応については、坂部長から話がありましたが、一番町長なり役場の方々

と接して話を出来る場所がそういう場所である。時代の変化の中で家族葬という

のが増えてきて、いつ実施したかわからない状況で終わる場合もあろうかと思う。

ただ、死亡届だけは役場に行くため先にわかると思うが、廃止するなら全部廃止

しなさいと言いたい。特別功労があったからその人のところだけ行って顔を出し

て差別するのは、町民に等しくないと思う。 

 また、町長在庁日を固定化するのは不可能だと思う。今までのように固定した

日にちは困難だと思うが、時間の許す限り三石庁舎に来て、三石庁舎の状況や町

民と久しく話をしながら町民の悩みを聞いてもらい、町政に反映してもらいたい。

強制的ということではない。 

 

 三石国保病院の無床化について見直してもらいたいという話がありましたが、

私もそう思う。そして、本桐連合自治会としても、このことについてはぜひとも

見直し、無床化については避けていただきたい。高齢者にとって病院に入院出来

ない不安は計り知れないと思う。また、お年寄りを抱える家族にとっても病院が

遠くになってしまうことは大きな不安や負担になる。病院と病床、入院出来るこ

とはセットで考えていただかないと不安は募ってしまうことを理解いただきた

い。 

 もう一点、三石地区で農業をやっている一人として受けていただきたいが、先
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ほど町長はコンパクトな行政を進めて行きたいと話され、私もそれは大切なこと

だと思う。これまで行政に対する信頼や提携をしてきた。そして協力や支援をい

ただき、長い時間に培った信頼感、いわゆるバックボーンをもう一度大切にして

いただきたい。なぜそういうことを言うのかと言うと、三石庁舎の第一次産業の

要である部署を行政の効率化のため静内庁舎に持って行くという話を聞いてい

る。しかし、三石地区は牛と花きは早くから行政が手掛け、そのリードをとって

生産者に保護をして、その生産者が期待に応えてきたという歴史がある。その間

に培ってきた信頼は、我々三石地区の農業者にとって、静内町と三石町が合併し

た際に三石地区にその部門を置いてくれることは大きな安堵があった。このこと

が長い間のバックボーンとして我々も誇りに思ってきた。このことがみんなに認

められている。静内地区の人にも認めてもらえると、そのバックボーンが信頼に

つながっていることをもう少し深く考えていただいて、効率化は確かに大事なこ

とですが、それだけを進めて失うものがあってはならないと思うので、もう少し

加味していただきたい。 

 

 今回の会議でご意見をいただきたいと町の方からお話ししているのは、冒頭の

病院の話も決まっていないという話をさせていただいています。皆さんがどんな

ご意見を持っておられるのかをお聞きして、最終的に方針や実行計画を立てたい

と申し上げております。語り合いをするには、基本方針を出さなければそれ対し

て反発があったり、同調されたりすることが起こりませんので、こういう案を出

させていただいたところです。ただ、説明させていただいている通り、実際に三

石国保病院の入院患者の数は徐々に減ってきております。ほとんどが地元の方々

で寝たきりのような状態の方々で、一般病棟の方はほとんどおられません。こう

いう現実も知っていただきたい。お金の話で申し訳ございませんけれども、三石

国保病院の外来は元々赤字にはなっていなかったのですが、ここ数年は 1億 3,000

万程度の赤字が出て来ています。こういうところも皆さんに知ってもらいたい。

今後一番恐ろしいのは、夜間や救急が一番ご心配だと思います。そこは持ち帰っ

て具体的に協議させていただきます。一番の心配は、医療スタッフの問題、医師

の問題です。現在の院長も定年近くになってきており、在勤医師は体調を崩され

ていることもあり、非常に心配しています。看護師などの医療スタッフがもし辞

められたりすると厳しいのです。スタッフの不足する体制がずっと続いており、

診療休止も有りうると非常に心配しています。町立静内病院とのやり取りで応援

しようと思いますが、現実にはいろいろな問題、課題を持っているということを

知っていただきたい。町長は投げかけでだけでは批判が来るとわかっていますが、

そのご意見をいただくことは、町長がお話しました行政の透明化、現在どのよう

になっているのか、金がないと言っているが何も町民に説明していないのではな

いかという意見もあります。どこの地区のまちづくり懇談会も普段の倍以上の方

が来られており、病院のことには関心があると感じます。皆さんには少しは現在

の現状をお知りいただけたのではないかと思います。まちづくり懇談会は、通年

に比べ有意義な時間だと思っていますので、今回も本音の意見をたくさんいただ

き持ち帰らせていただきます。 

 次に、行政の話ですが、私どもも町全体としてどのような組織体制にするか、
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町長が言ったコンパクトにして行くというのは、昨年 4 月から 1 年かけて職員の

一人工の見直しを図ってまいりました。例えば、私が 1 日窓口対応した場合に 1

日 10人対応することで今まで分量的に一人工として認められたとすると、住民が

減ると 1 日 8 人になったら 0.8 人工しか働かないことになってしまいます。そう

いうものを何回か訴えてきたのですが、昨年一年で誰がどの程度の業務量がある

のか、どの程度職員がいれば良いのかということをやりました。先ほど特別職を

含めて職員の給料の話がありましたが、4月 1日から職員、臨時、嘱託職員も含め

て 40人の削減を実施いたします。これは人件費の総量を削るという仕組みでの人

件費の削減を図ってまいりたいということで進めてさせていただいております。

ただ、三石地区の地域性のことは十分承知しておりまして、農家数も三石地区の

方が比率的に多いですから、農業は合併後から三石地区にシフトしておりますが、

三石地区の方のお気持ちはわかるのですが、今度は逆に静内地区の農家さんから

するとなぜ静内地区に農政課が無いのかということを言われますので、私たちは

トータルで考えていますという話は常にさせていただいていております。物理的

のものも含めて今後の課題だと思っています。ご指摘いただいた件はそのように

検討させていただきたいと思います。 

 

 大野町長も住民との対話でその中から行政を進めて行くことをおっしゃってい

る。そういう中にあって農政課や水産林務課の件で、昨年の暮れにその話を聞き、

農協の会議が終わった後にそういう話があるが聞いているかと確認したら、組合

長をはじめ寝耳に水だということだった。先ほど長い間培ってきた信頼があると

申し上げたが、そういうことが農協にさえ知らされていない、何の相談もないの

かと驚きました。例え内部的機構改革であっても、実働部門にしてみれば全然知

らされないまま変わったらどうなるのかとそこに不安と不信感が生まれると、私

は培ってきたものが崩れ始めると思う。そういうことは是非とも避けていただき

たい。しつこいようですがその点を汲んでいただき、機構改革をされるのは悪い

ことだと思わないが、そのことを加味していただき、歴史の大事さを踏まえてい

ただきたい。 

 

 ＪＲの廃線について、ＪＲ廃線ありきのような考えで７町の町長が集まり、結

局は廃線になるようなことですが、当然進めて行かなければならないこともあろ

うかと思うが、これが良いからこのまま行こう、このようにしようという考えの

基にこういう話が出ていると思う。それをこれから各地区でまち懇をやって、そ

の意見で見直す考えが少しでもあるのかお聞きしたい。 

 

 先ほどの返答の中で、私どもは原案を作らせていただいて議会にも相談させて

いただいております。議会と 2 回の協議が終わりましたので、2月 19 日に総合町

民センターにおいてその原案を住民説明会の中で説明させていただきたいと思っ

ております。時間は夜になりますけれどもそちらにおいでいただきまして、皆さ

んからご意見をいただき、最終的な案を作って、その後ＪＲ北海道に持ってまい

りたいと考えてございます。ぜひ住民説明会に参加していただきたいと思います。 

 



- 16 - 

自治会員Ｅ 

 

 

 

岩渕総務部参事監 

 

 

自治会員Ｅ 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

自治会員Ｅ 

 

 

 

本庄副町長 

 

自治会員Ｅ 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＪＲのように廃線ありきということで説明するのではなく、こちらからのお願

いも聞きながら、少しでも見直すことがあるのであれば見直してくれるのかどう

かお聞きしたい。 

 

 ＪＲ日高線の廃止に向けて正式にＪＲ北海道と協議することに決定したという

ところで、まだＪＲ北海道がきちんと合意しなければ廃線しないということです。 

 

 それは解かる。ＪＲが廃線の話の時に 7 町の町長が集まってＪＲが日高線を廃

止するのかという考えで町長を呼んで協議をしたことで、今も病院などのことに

ついても決めてしまうのかということだ。それがもう少し考える余地があるのか

を聞きたい。 

 

 難しいです。今は廃線ありきではないと再三申し上げていますが、もしバスに

したらこちらからいろいろな要望を出します。そのことでＪＲから回答が来て、

合意が出来たらその時点で廃止について決定する内容になっています。各町から

も要望が出ます。ＪＲが拒否した場合にどうなるか。もしかしたら原点に戻って

しまうかもしれません。それは出来ないとなってします。 

 

廃線の協議のことを頭に出したから悪かったが、連合自治会長が意見を述べた

ように、三石国保病院の無床化などについて意見が出たが、もう少し検討すると

いう考えがあるのかをお聞きしたい。 

 

病院のことですか。 

 

 病院のことや今お二人が言われたことについて。 

 

病院の件は、皆さんから意見をいただいておりますから、今後持ち帰って意見

があったことについて検討します。例えば、夜間はこんなことをしたら皆さんが

安心できるのではないかといった案が出れば良いのですが、無い場合は完全無床

化が無理ではないかという協議をしていくということです。皆さんが不安に思っ

ている安全で安心出来ないのではないかという意見をいただいていますので、課

題を解消できない限り、無床化は実現出来ないのではないかという方向になりま

す。 

ＪＲの問題は、ＪＲは線路が寸断されてしまっていて何十億円もかけて直すこ

とは難しいので、これに代わるものとしてバス運行というものをみんなで協議し、

ＪＲの線路が無くなっても我慢するかというところに持っていけるかどうか。そ

こより先は申し上げられませんが、もし、決裂した場合はどうするのかというの

は、決裂するべきではないだろうと思っているだけに、決裂したらもう一回ＪＲ

とやり直しもあろうと申し上げることは今の段階では出来ないです。 

出来るだけ皆さんが言っていただいたようなバスが走ることであれば、条件と

して乗り換えを無くしてまっすぐ行けるようにすることや、他の地区ではトイレ

付きのバスにしてほしい、ステップの低いものにしてほしいなどいろいろな意見



- 17 - 

 

 

 

 

 

 

連合自治会長 

 

 

木村地域振興部長 

 

 

 

 

 

 

 

連合自治会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会員Ｄ 

 

 

木村地域振興部長 

 

 

 

 

 

をいただいております。それを要望として取りまとめ、ＪＲに要望したい。その

意見集約をするため、今日のまちづくり懇談会の議題とせず、別に両地区 1 日ず

つ設定してＪＲに特化した住民説明会を開きたいと申し上げています。そこでま

た皆さんからどんな意見が出るか、それを踏まえて協議してまいりたいと考えて

います。 

 

 昨年からまちづくり懇談会で返事を出してもらうために質問状を出している

が、本桐第一で産業廃棄物がたくさん積まれている。今日説明できるか。 

 

 歌笛橋のわたる手前にある産業廃棄物の件ですが、所管としまして町民福祉課

で担当しておりますので状況を申しますと、元々産業廃棄物ですから町で直接そ

こに対して指導できないことがございます。日高振興局を通しまして、常に情報

提供しながら、出入りする業者について住民から通報をいただきまして日高振興

局と同時に現場に行くことにしていますが、具体的に指導が出来ていない状況が

続いております。町といたしても、何か情報がありましたらと考えていますが、

今は動きが無い状況になっています。 

 

 町の職員に聞いたが、町ではどうもならないため日高振興局に委託した。調査

が入っているため、きっとそのうちに何とかなるのではないかと聞いていたが、5

年、10 年経っても一向に無くならない。隣の住民に聞いたら、警察と役場と日高

振興局が来て交渉したこともあるが、箸にも棒にもかからないみたいだと。業者

の車はロングのクレーンが付いたものでよく来る。最近はうるさいから役場が休

みの土曜日や日曜日に持って来ると言っていた。その車は特定されていて、コン

ビニエンスストアなどで車を停めて二人でご飯を食べていることや、堂々と土日

でも持って来ている。これまで他の事例を見たら、結局はその業者が潰れるなど

で責任を負えなくなり自治体が費用を賄って片づけることになっている。札幌市

の職員が住民の強い質問に何と言ったかと言うと、「冗談じゃない。私と係長は何

年から何年までに百三十何回その人のところに行って交渉している」と言った。

しかし、どうにもならなくて 2,000 万円の費用を札幌市が出して片付けた。とこ

ろがまた集め始める。町で美化条例を作ったと聞いたが、それで解決してくれる

と思っていたが、どうしようもないということにならないので何とかしてもらい

たい。 

 

 本桐地区、歌笛地区のゴミは一つも入っていない。新ひだか町のゴミは一つも

入っていないということ念頭に置きながら解決してほしい。 

  

 繰り返しになりますが、行政上の組織の話になりますと、産業廃棄物は北海道

で指導を行っております。町としましては、地域住民からの通報などの内容もご

ざいますので、情報を警察又は日高振興局を通じて極力解決できるように町の立

場で実施しているところでございます。日高振興局は業者に対して指導ができる

ため、そこに対して何らかの繋ぎをやっているという状況です。町の立場で申し

ますと指導が出来ない立場でありますので、そこはご理解いただき、情報はいた
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だきながら業者と接する対応をこれからも取ってまいりたいと思っております。 

 それからゴミでありますけども、確かにこの辺りのゴミではないと思います。

その業者に対して何らかの対応で指導し、日高振興局を通して撤去していただき

たいということを求めるために通報などのお願いをしながら対応しているという

のが現状です。今の産業廃棄物を町で対応するということは法律的に厳しいこと

もあり、日高振興局を通すことになっております。警察も承知しておりますので、

そのような情報を警察と合わせて町民福祉課にいただければ、引き続き地道な対

応をして行くしかないと考えておりますのでご理解いただきたいと思います。 

 

 町民が困ってこれを聞いているのだから、明日、日高振興局と協力して警察と

直接やって下さい。いつまで経っても情報や指導、町が関係していないなど、そ

れはどういうことだ。これだけ皆さんが一生懸命にやっていただいているのに、

そこは違うのではないかと思う。町から警察と協力してやるようにお願いします。 

 

 解かりました。 

 

 財政の件で、昨年 11月 25日の北海道新聞で藤沢さんが大きく掲載されていた。

私も貧乏人で育った身だが、良い時の米の飯はやはり一人一人が考え直さなけれ

ばならない。そこが基本だと思う。合併して 13年経つが、その間に合併特例債を

使えとただでもらった考え方でなかったかもしれないが、あちらこちらに建物が

建てられた。建物からお金は生まれない。今日は議長をはじめ議員の皆さんが見

えているので、町民に背を向けていただきたい。この厳しい財政の中で議員報酬

を上げることに賛成した方はどなたか。そして、町民にわずか 20 円や 30 円の手

数料を上げてどれだけ財政が豊かになるのか。経営者として議員は町の財政をし

っかりわかっているはずだ。その方々が賛成して報酬を上げ、しかも行政の方が

ご苦労されて手数料などの資料を作られている。合併して 13年の間にもう少し見

直しをかけて、3年か 4年かけて少しずつ上げるべきものは町民に負担をしていた

だく。それは膝を交えて町の財政はこのようなことでお互いに痛みを分け合いま

しょうという感じで向き合って行けば、そんなに反発もないのではないか。 

 最後にピュアの件で、以前から私も心配しておりましたが、維持経費が 4,000

万円以上出ているのでないか。思い切って壊すときは壊す。ただでもらってくれ

る人がいれば良いと思う。町議の皆さんも日当制程度にするような気持ちでやっ

ていただきたい。 

 

 行政ではいろいろな取り決めをして必要なことはしなければならない。例えば

冒頭の建て替えの修繕の件で、集約していくがそれにはこういう期間になると大

規模改修が必要になる。総合町民センターは、福祉センターの老朽化や旧三石庁

舎の問題があって、50 年を経過する施設をどう改修しても、これから将来に向か

ってどうにかしていかなければならない状態で、財源があるうちに思い切って建

替えました。これは、未来永劫に使うと思うのですが、思い切ってやらなければ

ならないところはやらなければならない。 

 合併特例債はどう使ったのかということでは、合併してから 13年になりますが、
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69 億 9,000 万円が合併特例債の発行額です。これは必要経費にしか充当していま

せんが、元は財源のない地方債を発行してでもやらなければならないことを合併

特例債に組み替えて実施できました。数値で申し上げた方が分かりやすいと思う

ので、起債制限比率というのが借金の比率で、合併時には 23％ありましたが、現

在は 13％まで 10ポイント落ちています。これは、財源のあるものに血の入れ替え

をして数値的には改善されています。 

 それから議員さんが来られている中で、なぜ議員さんの報酬を上げたのか、誰

が賛成したのかという発言でございましたが、これは元々町長提案でございます。

議員さんが発議したものではなく、町が全道、全国の議員さんの報酬月額に比べ

ると私たちの町は非常に低いです。以前から我慢していただいてきたものを議員

さんのなり手不足という問題も抱えながら、それを解消するために報酬を上げる

提案をさせていただき議決をいただきました。今の議員さんのために考えてやっ

ているわけではないのです。そこをご理解いただきたいと思います。 

 ピュアの維持費の件は、ご指摘の通り当初は 4,000 万円程度の維持費がかかっ

ていました。今は食料品やスーパーはないですが、いろいろな方に入っていただ

いて 1階も埋まり、2階も学習塾が入り、2,000万円程度の収入があります。維持

費については、2,000万円程度になって来ていて、元のピュア食品のところが空い

ておりますから、これからも募集を続けて行きたいと思っております。 

 

 活発な議論をいただきありがとうございます。私から最後に、中国の武漢市で

発生した新型コロナウイルスについて、日本ではクルーズ船のこともあるが、ま

だ多くなるだろうと思う。日本でこんなに患者が出るとは当初予想できなかった。

やはり政府の対応の甘さ、認識不足、縦割り行政のゆがみがもろに現れたもので

ないかと思う。今でこそ患者を隔離して外に漏れないようにしているが、一方で

は中国から団体客を規制していても個人客はまだ入ってこられる。ネットで現状

を見ると中国は全土に広がっている。いつどこから発病、発熱しないまま患者が

来るかわからない。日高管内は平取町を始め、たくさんの中国の方が働いていた

と聞いている。人手不足のため、また戻ってきて働くことになるかもしれない。

いつ地方で発生するかわからない状況も考えておかなければならない。終息すれ

ば良いがそれが判らない。ＳＡＲＳは、高熱に弱くて夏になったら消えてしまっ

たと言われるが、これは違うようだとの情報もある。オリンピックどころではな

いという話も出て来ている。地方に発生した時にどうするかということはこれか

ら大きな課題だと思っている。そこで新ひだか町でも新型コロナウイルスに対す

る対策を検討しておいていただきたい。 

閉会挨拶 大野町長 

大変活発なご意見、本当にどうもありがとうございました。 

葬儀への出席や町長在庁日のことなどのご意見もお聞きしましたけれども、も

う少し顔を出してほしいということをおっしゃっているのかと思ったところでご

ざいます。可能な限りいろいろな行事に出席するようにしてございますけれども、

どうしても重なることもあるものですから、失礼する場面もあるかと思いますが、

できる限りお顔を出すようなことで努力していきたいと思ってございます。 

 最後に連合自治会長から新型コロナウイルスの件のお話がありましたが、先週
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の金曜日に東京に日帰りで行ってまいりました。私は行きと帰りでマスクを１枚

ずつしていったのですが、意外にも空港の中や東京の街の中でもマスクをしてい

ない方がおりました。我々がこちらから出ていくと意外だなと思いました。それ

だけ真剣に捉えていないのか、マスクが売っていないのかわかりませんが、東京

に行ってびっくりしたことがありました。 

 連合自治会長のご指摘のとおり、いつそういうものが来るかわかりません。一

番心配なのは潜伏期間中に移ってしまうものですから、かなり厄介だと思ってい

ますけれども、私どもの町としてもそのようなことがないよう祈りながら、有事

の時には何をすべきか頭に置いていきたいと思っております。 

 本日は遅くまで本当にありがとうございました。引き続きいろいろと議論をさ

せていただきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 ありがとうございました。 

閉  会 20:32  終了 

 


